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はにかみ屋の男子は肉まんづくり、

元気いっぱいの女子は思いっきり 

足が海につかったビーチ遊びを  

楽しんでいました。 

はるばる北海道から西の果てまで 

来ていただきました。 

スケジュールの都合で集合写真は 

撮れませんでしたが、シュノー  

ケリングや釣りを楽しんでました。 

男子も女子もとても仲が良く、笑顔

が素敵な生徒達でした。 

出される食事がとてもおいしく、 

帰る時「ファスナーが締まりませ

ん。」と笑って教えてくれました。 

 

 場所 

  浦頭教会 

  堂崎教会 

  平蔵消防詰所横 

11 月 3 日（日）金 子 産 業 旧 冷 凍 庫 前、奥 浦  

慈恵院跡地と跡地下、堂崎天主堂入口の3ヵ所

の除草作業と、緑の羽根募金事業を活用した 

苗木の植樹が行われました。 

除草作業を手際よく行った後、奥浦慈恵院跡地

にサルスベリ5本とオリーブの木10本を植樹。 

新たな奥浦の楽しみが出来ましたね。 

環境保全部会の皆様ありがとうございました。 
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おくうら夢のまちづくり協議会 

瑞宝単光章受賞 
（消防功労） 

 

 

 

まちづくり協議会では、  

民生委員、民泊会員として

貢献して頂いています。 

おめでとうございます。 

9月に引き続き、多くの修学旅行生が奥浦を訪れました。 

今月は、大阪から2校、札幌から1校訪れた高等学校をご紹介します。 
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★月１回発行 長崎県五島市（奥浦地区）戸別配布 

  

～奥浦だより～ 

  

（先月人口総数より±０）
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男 女

男 29 38 12 28 44 62 100 77 46 12 0 448

女 21 36 21 22 52 68 87 102 88 44 0 541

年齢 ０～1０歳未満 11～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80～89歳 90～99歳 100歳以上 合計
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10月25日（金）五島市福江総合福祉保健センターで、 

第2回 地域福祉円卓会議が行われました。 

会議内容は、福祉分野から見た「移動」をキーワードに、

まず、全国3地区で実際取り組まれている事例発表や、 

ＮＰＯ法人Ｆｉｎｅネットワークながさきの代表理事を 

務められている、山本倫子氏による「住民主体による移動

サービスのあり方について考える」をテーマにした講演。 

核家族化や独居世帯が増加傾向にある中、近所付き合いも

ままならない現代社会で、目指すべき地域像は「地縁組織

がしっかりしている地域ではないか」という事でした。 

「地縁組織」がしっかりしているとは、昔ながらのご近所付き合い、持ちつ持たれつ

の関係を築くことで、その為には、世間話が出来る場所「ふれあいの場」「通い  

の場」があるだけで、自ずと「絆」や「ふれあい」が生み出され、それが「助け  

合い」、「支え合い」へと繋がり、地縁組織が構築されていく。 

そして、この地縁組織を活用することで「移動難民」を救うこととなる。 

五島市においても「移動」については課題となっており、五島市商工雇用政策課から

「五島市の交通施策について」ということで、五島市の交通形態の実状と久賀で行わ

れた「CREW」という実証実験についての発表が行われました。 

また、この課題に一早く取り組んできた、”おくうら夢のまちづくり協議会”の 

「買物支援」と、大浜町の増田地区で、今年度より取り組みが開始された「支え合い

有償ボランティア」についての事例発表も行われました。 

 おくうら夢のまちづくり協議会 

  発表者：保健福祉部会長 

浦 誠悟 

  発表内容：「買物支援」 

開 始 2017年4月 

運 行 毎週第１・第３、火曜・水曜 

対 象 地区住民全員※14地区全てを送迎 

行 程 運行表に従って、ビッグバリュー、 

    シティーへの往復運航 

料 金 任意の謝礼 

利用者 2017年：479名 2018年：523名 

連 携 町内会長 民生委員 

 大浜町増田地区 

  発表者：長寿介護課 

川口 拓馬 

  発表内容： 

   「支え合い有償ボランティア」 

地域の中で取り組めるものを計画 

ＮＰＯ法人 

Ｆｉｎｅネットワークながさき 

代表理事   山本倫子氏 
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奥浦地区参加予定種目 

 男子の部：全6区間20.3ｋｍ 

  地区対抗・シニア対抗 

 女子の部：全5区間7.7ｋｍ 

11月17日（日）「奥浦さるく」が行われました。 

小中学生や幼児、保護者、関係者を含めると約120名が集まり、

奥浦中学校を出発し、寺屋敷跡、六方、木ノ口キリシタン墓群、 

奥浦中学校まで戻ってくるという８ｋｍコースをさるきました。 

少し薄曇りの天気ではありましたが、暑くもなく寒くもなく 

”さるく”には最高の天気でした。 

途中、講師の木口榮さんや政策企画課ジオパーク推進班の唐津 

係 長 と 細 田 さ ん か ら、そ れ ぞ れ の 場 所 に ま つ わ る 歴 史 や    

ジオパークについての説明をして頂き、奥浦 

の魅力を再発見することができました。 

参加されたみなさん大変お疲れ様でした。 

  Iターンの原由美子さん（右） 

ママ友の木口（左）さんと 

六 方 に お 住 い の 

原さん。 

さるくコース上の

ご自宅前で、差し

入 れ の バ ナ ナ を 

準備して下さって

いました。 

ありがとう 

 ございました。 

参加者募集‼ 

 お申し込み・お問合せ 

 おくうら夢のまちづくり協議会 

   73-0939 までご連絡下さい。 


